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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2019 年 

  1 月 

 

294号 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 
 

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
健
康
診
断
・
産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長 

高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三
‐
五
十
三-

五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
七
七
七 

 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

       

落
石
対
策
・
法
面
保
護
工
事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

        

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

  

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

 

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

  
 
 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

 
 

 
  

 
 
 

理
事
長 

 

榎 

森 

厚 

志 

「
国
・
都
・
西
多
摩
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
」 
自
民
党
団
体
総
局
長 

衆
議
院
議
員 

 
井 

上 

信 

治 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

  

田 

村 

利 

光 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

 

望
月 

常
好 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 

 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
七 

  

家
族
葬 

法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置  

自
社
斎
場 

公
営
斎
場 

寺
院 

他 

で
の
葬
儀
承
り
ま
す 

 

葬

儀

の

そ

う

し

ん 
 

 
 

自
社
式
場
使
用
料
無
料 

 
 
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四   

 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 

 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 
 

 
  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株

式

会

社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

昭
石
加
工 
株
式
会
社 

 

電
話 
〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の
皆
様
、
新
年
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
景
気
回
復
の
兆
し
と
建
設
業
界
も
期
待

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
な
が
ら
多
く
の
組
合
員
た
ち

が
好
景
気
を
実
感
出
来
ず
、
厳
し
い
年
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

オ
リ
パ
ラ
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
好
調
、
活

気
溢
れ
る
一
方
で
多
摩
地
域
に
お
い
て
は
人
材
不

足
と
工
事
量
の
減
少
か
ら
悪
戦
苦
闘
す
る
企
業
が

多
く
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

ま
た
、
資
機
材
等
の
単
価
が
見
直
さ
れ
て
い
る 

に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
の
購
入
単
価
と
の
乖
離
も

大
き
く
設
計
歩
掛
等
、
根
本
か
ら
の
見
直
し
が
必 

要
で
あ
り
、
柔
軟
な
設
計
変
更
も
伴
わ
な
け
れ
ば

中
小
企
業
の
利
益
確
保
は
難
し
く
、
働
き
方
改
革

の
推
進
に
は
問
題
の
根
深
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
西
建
協
を
始
め
多
摩
地
域

を
拠
点
と
す
る
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
と
し
て

も
共
通
の
問
題
と
認
識
し
、
遅
滞
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
要
望
活
動
や
意
見
交
換
会
を
通
じ
改
善

に
向
け
努
力
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
建
設
業
界
を
担
う
後
継
者
、
技
術

者
の
育
成
は
も
と
よ
り
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り

と
防
災
減
災
に
関
し
て
も
万
全
の
対
策
を
講
じ
、

想
定
外
の
事
態
に
も
対
応
可
能
な
強
固
な
東
京

を
築
い
て
行
く
技
術
と
組
織
力
を
持
っ
た
当
組

合 

合
は
地
域
か
ら 

必
要
と
さ
れ
る 

業
界
団
体
だ
と 

自
負
し
て
お
り 

ま
す
。 

 

本
年
は
組
合 

員
の
拡
充
を
図
る
と
共
に
、
よ
り
公

益
性
を
高
め
地
域
か
ら
の
信
頼
向

上
の
為
に
も
一
般
社
団
法
人
へ
の

移
行
も
し
く
は
設
立
等
も
検
討
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
の
事
業
運
営
に

関
し
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
組
合
員

お
よ
び
賛
助
会
員
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

  

六
車
線
化
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
税
制
改
正
に
お
い

て
、
残
念
な
が
ら
東
京
都
の
税
収
の

地
方
移
譲
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
東
京
都
の
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
国
の
財

政
を
重
点
的
に
支
出
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
関
し
、
自

民
党
都
連
の
政
策
責
任
者
で
あ
る

政
調
会
長
と
し
て
、
東
京
都
民
の
た

め
、
政
府
と
の
協
議
で
も
先
頭
に
立

っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

な
お
、
本
年
は
統
一
地
方
選
挙
や

参
議
院
議
員
選
挙
等
、
西
多
摩
で
も

選
挙
が
多
く
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま

の
信
頼
と
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

自
民
党
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

最
後
に
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

井
上
信
治 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
榎
森

厚
志
理
事
長
は
じ
め
皆
さ
ま
が
日
々
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 
 

昨
年
は
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

な
ど
、
特
に
災
害
が
多
発
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
・
西
多
摩
に
お
い
て
も
台
風
二
十
四
号
に
よ

り
倒
木
・
停
電
等
が
多
発
し
た
厳
し
い
状
況
の
下

で
、
正
に
西
建
協
の
皆
さ
ま
に
災
害
復
旧
等
を
担

っ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
我
々
は
改
め
て
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
不
足
や
老
朽
化
の
危
険
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
私
は
昨
年
、
自
民
党
の
国
会
議
員
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
議
員
連
盟
「
官
公
庁
営
繕
を
考
え

る
議
員
の
会
」
を
立
ち
上
げ
幹
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
国
や
地
方
自
治
体
の
庁
舎
等
は
災
害
時
に

は
避
難
所
等
の
拠
点
と
し
て
、
平
時
に
は
住
民
の

集
い
の
場
等
と
し
て
機
能
す
る
大
切
な
公
共
施
設 

で
あ
り
、
単
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
あ
り
き
で
は
な 

く
、
災
害
対
策
や
中
小
企
業
の
育
成
・
強
化
、
地

域
の
雇
用
創
出
な
ど
、
公
共
工
事
の
多
面
的
な
機

能
を
考
え
、
全
国
各
地
で
適
切
な
整
備
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
私
は
自
民
党
と
各
種
団
体
と
の
連
携
の

総
責
任
者
で
あ
る
団
体
総
局
長
と
し
て
、
建
設
業

界
の
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
ご
要
望
を
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
特
に
今
後
数
年
は
防
災

対
策
の
ほ
か
、
消
費
増
税
の
反
動
減
対
策
や
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
加
速
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
、
国
と
し
て
総
事
業
費
七
兆
円

の
「
防
災
・
減
殺
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
か

年
緊
急
対
策
」
を
策
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
今

通
常
国
会
に
お
い
て
も
、
合
計
約
六
兆
六
〇
〇
〇

億
円
の
防
災
投
資
・
公
共
事
業
費
を
含
む
予
算
を

成
立
さ
せ
、
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
元
・
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で 

二
十
年
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
国
道
十
六
号
線
の

六 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
大
変
お
世
話

に
な 

に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
は
か
ね
て
よ
り
、
西
多
摩
に
は
多
く

の
輝
く
資
源
が
あ
り
、
し
か
し
そ
れ
ら
が
一
つ
の 

点
に
な
っ
て
い
る
の
で
発
信
力
が

弱
い
。
そ
れ
ら
を
結
ん
で
線
に
し

て
、
線
と
線
を
重
ね
あ
わ
せ
て
面
に 

 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 
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山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

  

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

       
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八  

 

 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

 

森
屋 

光
石 

立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
十
三
番
一
九
号 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 

サ
ン
コ
ー
機
材 

株

式

会

社 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店-

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

  

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

   

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑 

順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

     

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

有

限

会

社  

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

田
村 

 

栄  

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 
   

  
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

株
式
会
社  

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 

  

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

 新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 

森 

村 

隆 

行 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 

清 

水 

や
す
こ 

例
え
ば
、
「
快
適
ト
イ
レ
」
に

対
す
る
費
用
計
上
や
、
猛
暑
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、
効
果

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
女
性
活

躍
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

は
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
様
々
な
取
り
組
み

に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
私
は
建

設
現
場
で
働
く
女
性
の
声
を

形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ラ
ン
チ
会
な
ど

お
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

自
然
豊
か
で
独
自
の
歴
史

や
文
化
を
も
っ
た
こ
の
西
多

摩
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
選
出

の
議
員
と
し
て
引
き
続
き
全

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
本

年
も
引
き
続
き
、
御
指
導
御
鞭

撻
の
程
を
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    
 

さ
て
昨
年
は
「
働
き
方
改
革
法
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
建
設
業
界
は
休
み
が
少
な
く
、
若
者
の
建

設
業
離
れ
の
要
因
の
一
つ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

建
設
現
場
の
週
休
二
日
制
に
向
け
た
取
り
組
み

の
重
要
度
、
期
待
度
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
や
み
く
も
に
週
休
二
日
制
を
提
唱
す
る
の
で

は
な
く
、
工
事
の
平
準
化
に
取
り
組
み
、
単
年

度
・
三
月
末
締
め
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
債
務
負
担
行
為
」
の
工
事
の
増
加
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
ま
た
入
札
制
度
で
は
、
価
格
三
億

五
千
万
円
未
満
の
入
札
に
つ
い
て
事
前
公
表
さ

れ
る
よ
う
制
度
化
さ
れ
、
好
評
を
頂
い
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
工
事
書
類
が
煩
雑

と
の
ご
意
見
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
都
側
や

行
政
書
士
な
ど
と
情
報
共
有
し
、
簡
略
化
に
取
り 

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
で
す
。 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京

都
議
会
議
員
、
清
水
や
す
こ
で
す
。 

 

昨
年
、
西
建
協
の
皆
様
に
は
入
札
制
度
に
つ
い

て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
札
制
度
と
同
様
、
都

で
は
様
々
な
角
度
か
ら
建
設
業
界
の
発
展
の
た

め
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
西
建
協
の
皆

様
に
は
、
多
摩
西
部
の
特
有
な
地
域
特
性
と
し

て
、
冬
季
の
除
雪
作
業
、
豪
雨
時
の
斜
面
点
検
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
多
大
な
ご
協
力
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
ず
、
都
は
建
設
業
界
と
災
害
協
定
を
結
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
契
約
の
際
、
総
合
評

価
に
お
い
て
加
点
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
事
業
者
の
皆
様
と
意
見
を
交
換

し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
更
に
努
め
て
参
り 

ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
都
事
業
に
対
し
、
多
大
な

る
ご
尽
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
西
日
本
豪
雨
災
害
や
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
な
ど
、
全
国
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
自
然
災
害
は
そ
の
発

生
頻
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
激
甚
性
が
増
し
て

お
り
被
害
の
大
き
さ
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
西
多
摩
地
域
に
お
き
ま
し

て
も
度
重
な
る
台
風
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
が

発
生
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
の

充
実
に
加
え
、
有
事
の
際
の
迅
速
な
復
旧
を
可
能

と
す
る
体
制
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

小
職
と
い
た
し
ま
し
て
も
東
京
都
議
会
議
員

と
し
て
一
年
半
を
経
験
し
、
一
定
の
成
果
を
出
す

た
め
の
取
組
み
方
な
ど
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
も
昨
年
十
月
よ
り
環
境
建
設
委
員

会
に
移
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
組
合
員
の
皆
様
方

か
ら
現
場
か
ら
の
問
題
意
識
や
御
視
点
を
ぜ
ひ

ご
教
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
し
っ

か
り
と
汗
を
か
い
て
参
る
所
存
で
す
。 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
い
よ
い
よ
間
近

に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
天
皇
陛
下
の

御
譲
位
を
控
え
た
時
代
の
変
わ
り
目
と
な
り
ま

す
。
新
時
代
を
見
据
え
、
五
輪
の
開
催
を
契
機
と

し
て
ど
の
よ
う
な
社
会
的
レ
ガ
シ
ー
を
こ
の
西

多
摩
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
が
私
に

と
っ
て
本
年
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
ま
す
。 

 

し
て
発
信
す
れ
ば
、
必
ず
や
西
多
摩
の
魅
力
は
全

国
、
世
界
へ
届
く
と
言
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
、
そ
の
魅
力
を
自
分
の
足
で
、
目
で
、

耳
で
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

繋
ぐ
の
は
、
や
は
り
ハ
ー
ド
対
策
で
あ
る
道
路
建

設
、
施
設
建
設
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
特
に

こ
の
広
く
、
急
峻
な
西
多
摩
で
は
、
移
動
を
い
か

に
円
滑
に
行
え
る
か
が
、
点
在
す
る
魅
力
を
結
び

つ
け
る
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
夏
の
豪
雨
、
冬 

 

の
積
雪
な
ど
へ
の
対
応
で
も
、
皆
様
の
力
が
必
要 

不
可
欠
で
す
。 

奇
し
く
も
、
昨
年
試
行
さ
れ
た
東
京
都
の
入
札

制
度
改
革
は
、
結
局
、
ほ
ぼ
元
に
戻
り
ま
し
た
。 

『
こ
の
一
年
は
一
体
な
ん
だ
っ
た
の
か
？
』
し
か

し
、
い
く
ら
嘆
い
て
も
、
失
わ
れ
た
時
間
は
戻
っ

て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
、
ま
た
、
こ
う
し
て 

迎
え
ら
れ
た
新
し
い
一
年
を
、
西
多
摩
の
建
設
業

に
と
っ
て
、
更
な
る
発
展
の
年
と
す
る
べ
く
、
私 

も
微
力
で
す
が
尽
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。 

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
西
多

摩
建
設
業
協
同 

組
合
様
の
、
さ 

な
る
発
展
を
ご 

祈
念
申
し
上
げ 

ま
す
。 
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